
一般財団法人日本冷媒・環境保全機構

RaMS管理代行
Refrigerant Management System

冷媒管理システムRaMS

【 整備者・取次者 】



RaMS管理代行の方法

1. 機器所有者（管理者）の課題

2. 管理業務代行者として提案
    

3. 管理業務代行の流れ ～事業所登録

事業所登録① 
事業所登録②

4.  管理業務代行の流れ ～新規機器登録

新規機器登録①-1
新規機器登録①-2
新規機器登録②
新規機器登録③ 転記
（充塡回収業者がRaMSを未利用）

 
5. 管理業務代行の流れ ～機器追加登録

取次者として連携/機器追加登録①-1

取次者として連携/機器追加登録①-2

 

   

6. 管理業務代行の流れ ～簡易点検

簡易点検①
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簡易点検③

7. 管理業務代行の流れ ～定期点検

定期点検①
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◆冷凍空調機器をとりまとめる管理担当者の悩み

●事業所の総務、施設担当者

１．担当者はいるが、冷凍空調機器だけの専任はおらず他の業務で手一杯
２．機器毎に設備業者が異なる為、充塡証明書・回収証明書も書面でバラバラで紙での保存・管理が負担
３．算定漏えい量の計算に時間が掛かって大きな負担
４．マクロを組んでExcelで計算はしたが、機器を入れ換えたり担当者が変わったら翌年度はできるか不安
５．ISO14001を取得しているけど、「フロン排出抑制法」遵守のエビデンスはどうしたらよいだろうか！！

●地場のスーパーの店長

１．日々の業務があり、冷凍空調機器のフォローなどできない
２．本社にまかせている

とても管理ができない・・・、
「フロン排出抑制法」を遵守
できない・・・
まぁ、いいかそんなに厳し
くないだろう・・・

これは法令違反です、罰則があります！

企業の信頼感を
失いかねません！

◆フロン排出抑制法を遵守するための管理業務の増加

１．管理担当者の選任（管理体制の構築）

２．管理すべき使用機器（第一種特定製品）のリスト作成

３．点検整備記録簿（ログブック）の作成と整備の記録、保存

４．機器の適切な設置と適正な使用環境の維持

５．簡易点検（全ての機器、3ヶ月に１回以上）と定期点検 （7.5kW以上の機器）の実施

６．漏えい時における適切な対処（繰り返し充塡の禁止）

７．機器廃棄時のフロン回収（行程管理票による廃棄処理）

８．算定漏えい量の算出と国への報告（1,000t-CO2以上の場合）

1. 管理者の課題
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2. 管理業務代行者として提案

事業所（管理者）の管理業務（委託契約）をRaMSで簡単管理

● 委託を受けた事業所・スーパーの管理代行者として、RaMSに事業所登録

１) 対象となる使用機器をリストアップし、RaMSに点検整備記録簿を作成（ログブック登録）
２) 他の充塡回収業者が行った整備内容も管理代行者としてRaMSのログブックに記録・保存
３) 保守委託契約のひとつとしてログブック登録機器の簡易点検業務を実施
４) 定期点検機器もサポート、他の業者が設置した機器の点検時期などフォロー

１) 機器の設置から簡易点検、定期点検のサポート、算定漏えい量の算出、廃棄時の
処理まで法律で必要とされる機器の管理業務を電子的に一括管理できる

２) 充塡証明書、回収証明書はもとより管理者が法的に管理・保存すべき書面（行程管理票Ａ
、Ｅ票含）は全て電子的な保存で法的に担保されるので、紙での保存・管理は一切不要

３) 国の指定した唯一の情報処理センター機能を有し、データの機密保持、保存も安全、安心
４) ISO14001（環境マネジメントシステム）の維持管理も容易
５) データの登録作業は履歴やプルダウンメニューの活用で負担を軽減
６) 少ない費用で運用、管理可能
７) 担当者が代わっても引継ぎが容易
８) 管理業務の代行者として、事業者（管理者）と緊密な関係の構築が可能

● RaMS利用ならではのメリット
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STEP１ RaMSに事業者登録

● 取次者登録

１） 管理代行者となる取次者は、取次者として機器の新規登録はできません

● 管理者登録（委託代行として）

★管理者とRaMSを利用してフロン管理を代行する委託契約を結んだ上で、管理者として登録
＊管理者と事業所登録したID、パスワードを共有しておくことが望ましい

１) 管理者の法定管理者（本社）の名称・住所
２) 施設管理者（事業所）の名称・住所
３) 機器管理従業者の名前（管理代行担当者）
４) 管理代行担当者のＥ-mail
５) ログブックの購入、更新などのポイントを用意する

STEP２ RaMSに機器登録（ログブック作成）
● 管理者の冷凍空調機器
１) 管理者の事業所の冷凍空調機器のリストアップ
２) ログブックの準備

● ログブックへの機器登録
１) 管理者の機器を確認して、管理者としてログブック登録
２) 充塡回収業者へ整備時にログブック登録を依頼し、整備者ありと処理して追加してもらう

3. 事業所登録① 【整備者・取次者】
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3. 事業所登録②  【整備者・取次者】

◆管理業務代行の流れ（イメ－ジ）

１．RaMSへ整備者・取次者として登録し、機器所有者（管理者）と管理業務代行委託契約書を締結

2．管理者が既にRaMSを利用済みの場合、登録していますHで始まる事業所コードとログインID・Paｓｓを共有

3．管理者がRaMSを未利用の場合、管理者の代わりに事業所登録（管理者・廃棄者）をします

事業者コード：H×××××××（Hで始まる9桁）

ログインID：×××××

パスワ－ド：×××××
管理者 取次者

JRECOのHPから事業所登録 ※必須項目と支払方法を選択※管理者と事業所登録したID、パスワ－ドを
共有しておくことが望ましい

・ 管理者の法定管理者（本社）の名称・住所

・ 施設管理者（事業所）の名称・住所

・ 機器管理従業者の名前（管理代行担当者）

・ 管理代行担当者のＥ-mail

管理者の情報を入手

（複数事業所がある場合は各事業所事に事業所登録をし、それらを統括管理する統括管理部署を登録してリンクを形成します）

JRECOのHPから事業所登録 ※必須項目と支払方法を選択 管理者と委託契約書を締結JRECOのHP、ログインページへから入る
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4. 新規機器登録①-1  【整備者・取次業】

◆管理業務代行の流れ（イメ－ジ） 【管理者代行として機器を登録する場合】

１．機器登録準備として管理者が所有する機器のリストアップ

2．RaMSに機器を登録するには、管理者でログイン

3．管理者から入手した機器リストの情報をログブックに登録していきます

管理者
取次者

NO. 事業所名 ﾒ-ｶ-名 機器名称 型式
フロン

種

初期

充填量
設置年月日 …

1 東京営業所 ダイキン エアコン D12123 R32 1 2022/5/22 …

2 東京営業所 ダイキン エアコン D12123 R32 1 2022/5/22 …

3 東京営業所 三洋電機 冷凍冷蔵庫 M98999 R23 2 2022/9/1 …

4 大阪営業所 ダイキン エアコン D12123 R32 1 2020/12/1 …

5 大阪営業所 日立 ビルマル H543-M R32 1 2021/4/1 …

6 福岡営業所 ダイキン エアコン D12123 R32 1 2023/6/6 …

管理者から機器リストを入手

事業者コード：H×××××××（Hで始まる9桁）
ログインID：×××××
パスワ－ド：×××××

登録した管理者でログインの場合
ＩＤ・パスワ－ドを入力してログイン

メインメイン画面

機器管理番号がある場合

機器管理番号がない場合

『機器の一括登録】
ログブックへの機器の登録は、一台ご
との登録となります。

複数台一括登録の場合は代行入力
サービス（別途費用）をご利用できます。
JRECO担当までご相談ください。

ログブック新規作成をクリック 管理者から入手した機器情報を登録していきます

注意）冷媒種は登録後の修正変更はできません

※管理者でも機器の登録は可能ですが、転記作業で設置時追加充填量の入力をする必要があります。

管理者

(代行）
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◆管理業務代行の流れ（イメ－ジ）  【管理者代行として機器を登録する場合】

1．設置時追加充塡量の入力処理を管理者として転記処理を行い、機器の登録完了

管理者でログイン後、点検・整備記録簿機器一覧の操作欄から転記を選択し、「2.漏洩点検・整備、回収・充填記録」の
「点検・整備区分」にある設置時追加充塡量の入力処理が終了すると、整備・定期点検の入力が可能になります

4. 新規機器登録①-2 転記  【整備者・取次業者】

管理者

(代行）

※充塡回収業者がRaMSを使用していない場合は、設置時追加充填量の入力を管理者にて行えます。機器一覧の操作から転記処理を行って下さい

転記についての注意が表示されます。設置時追加充塡量の入力処理は
ログブック作成費用に含まれますので、無料となりますが、整備・点検記
録などの入力などの場合は、費用が発生いたします

設置時追加充塡量の入力処理を行ってください

内容を確認して登録完了です
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◆管理業務代行の流れ（イメ－ジ） 【充塡回収業者に機器登録を依頼する場合】

4. 新規機器登録②  【整備者・取次者】

1．新規機器の登録を充塡回収完了業者に依頼をすれば、設置時追加充塡量の処理まで一度に行えます

管理者

(代行）

充塡回収業者

登録する機器の情報を充塡回収業者へ伝えます

※新規の機器登録に費用が発生しますので、あらかじめ充塡回収業者と打合せをしてください

管理者
（代行）

管理者へ承諾依頼
メールがいきます

設置時追加充填量の処理がされます

登録した機器は管
理者へ承諾依頼

充塡回収業者の機器一覧には承認待ちと表示されます

2．管理者でログインし、機器の登録承認をしましょう

管理者の機器一覧の閲覧から、登録された機器の承認行為を行ってください

管理者のＩＤ・パスワ－ドを入力してログイン管理者

(代行）

管理者として承諾処理

機器一覧の状態が利用可能に変化 8



5. 取次者として連携 /機器追加登録①-1 【整備者・取次者】

◆管理業務代行の流れ（イメ－ジ）

整備者1ありにチェック

管理者
（代行）

初めての場合は、取次者の事業者コード：T×××××××（Tで始まる9桁）を充塡回収業者に伝えて登録してもらいましょう

1．すでにRaMSに登録してある機器に取次者を連携させる場合、充塡回収業者に機器登録情報から整備者あり
として登録をしてもらいます ※新規機器登録時も整備者ありで登録できます

管理者
(代行）

充塡回収業者

管理者でログインして承諾をしましょう

10

連携させたい機器情報を充塡回収業者へ伝えます

ログブック一覧から該当機器の操作欄にある登録・修正を選択します

管理者へ承諾依頼



◆管理業務代行の流れ（イメ－ジ）

2．充塡回収業者からの承諾メールを管理者としてログインして承諾後、取次者の機器リストに反映されます

管理者のＩＤ・パスワ－ドを入力してログイン管理者

(代行）

管理者として承諾処理

ログブック一覧に反映されます

10

3．すでにRaMSに登録してある機器を取次者の画面から登録する場合 ※新規機器登録はできません

取次者
取次者のＩＤ・パスワ－ドを入力してログイン ログブック追加登録を選びます 登録する機器管理番号を入力します

※取次者としてログインし、すでに登録されている機器番号から、機器の追加登録を行うことができますが、
その時に簡易点検の処理を行う必要性が生じます。
どうしても取次者のログブック一覧に表示させたい場合は、簡易点検業務と一緒に登録をお勧めします。

簡易点検入力処理後、取次者のログブック一覧に反映されます

5. 取次者として連携 /機器追加登録①-2 【整備者・取次者】



◆管理業務代行の流れ（イメ－ジ）

1．簡易点検業務は３ヵ月に１回実施しましょう

登録した機器は管
理者へ承諾依頼

簡易点検は、どなたがやっていただいてもかまいません、毎月実施でもかまいません

6. 簡易点検①  【整備者・取次者】

事業者コード：H×××××××（Hで始まる9桁）
ログインID：×××××
パスワ－ド：×××××

管理者でログイン
ＩＤ・パスワ－ドを入力してログイン

メイン画面から
ログブック一覧を選択

ログブック一覧から該当機器を探しましょう

簡易点検１５日前を過ぎると緑色に変化

簡易点検期日を過ぎると赤色に変化

簡易点検
ワンポイント

操作から簡易点検を選択します

管理者

(代行）
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◆管理業務代行の流れ（イメ－ジ）

2．簡易点検内容を入力
簡易点検した内容を入力していきますが、デフォルトの点検項目以外にオリジナル項目の作成ができます

6. 簡易点検②  【整備者・取次者】

【１表】

施設管理者情報
機器情報が確認
できます

【2表】

簡易点検内容を
入力します

【3表】

簡易点検の履歴
を確認できます

簡易点検
ワンポイント

デフォルトでエアコンや冷凍冷蔵庫の簡易点検項目を選択できま
すが、貴社オリジナルの内容で簡易点検を行う場合は、オリジナル
フォーマットで簡易点検を行う事ができます。

12

※管理者以外が簡易点検を行うと、作業結果のメールが管理者へ送付されてきます。（承認行為なし）



◆管理業務代行の流れ（イメ－ジ）

3．簡易点検内容を入力 一括入力

6. 簡易点検③  【整備者・取次者】
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3．簡易点検内容を入力 一括入力
同じ種類の機器であれば、簡易点検の入力を一括で３０台まで行う事ができます

ログブック一覧から複数簡易点検記録一括登録ボタンを押します

簡易点検を行う種類のフォーマットを選択します

簡易点検内容を入力します

ログブック一覧にあります、一括登録対象のチェックボックスに該当する機器のチェックをいれてください

管理者
（代行）

管理者へ点検内容
メールがいきます

一括登録の最終確認後、管理者へ点検内容の通知が送られます



◆管理業務代行の流れ（イメ－ジ）

1．定期点検業務は機器の定格出力により、１年または３年毎に実施しましょう

冷蔵・冷凍機器は圧縮機の定格出力7.5ｋｗ以上は１年に一回以上の定期点検

7. 定期点検①  【整備者・取次者】

ログブック一覧から該当機器の機器管理番号を伝えましょう

エアコンは圧縮機の定格出力7.5ｋｗ以上50ｋｗ未満は3年に一回以上の定期点検、圧縮機の定格出力50ｋｗ以上は１年に一回以上の定期点検

2．充塡回収業者に依頼します。対象機器の機器管理番号を伝えます。

管理者

(代行）
充塡回収業者

管理者
（代行）

整備記録を充填回収業者が登録後、管理者へ承諾依頼の通知が送付されます

管理者でログインし承諾行為を行いましょう
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○○〇（管理者名）

110ポイント



◆管理業務代行の流れ（イメ－ジ） 【充塡回収業者がRaMSを利用していない場合】

1．定期点検の入力 ※ログブック一覧の該当機器の操作欄にある転記から処理をします
点検整備をした内容を入力していきますが、簡易点検と違い一括入力などは行えません

【１表】

施設管理者情報
機器情報が確認
できます

【2表】

定期点検の内容
を入力します

※の入力は必須

備考に充填回収
業者の情報を記
入しましょう

【3表】

冷媒の充填、回
収状況の記録が
確認できます

【4表】

点検整備記録の
履歴を確認でき
ます

定期点検
ワンポイント

※設置時追加充填量から区分が変更できない場合は、まだ初期登録が

完了していない状態なので、先に入力処理をすませましょう

7. 定期点検② 転記  【整備者・取次者】
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ログブック一覧の操作から転記を選択します



◆管理業務代行の流れ（イメ－ジ）

1．機器の廃棄時、行程管理票を起票します

発生いたしますので、どの立場で作成をするかお考え下さい。ここでは廃棄者（管理者）で起票した流れをご説明いたします

8. 行程管理票起票①  【整備者・取次者】

事業所コード：H×××××××（Hで始まる9桁）
ログインID：×××××
パスワ－ド：×××××

廃棄者（管理者）でログイン

ＩＤ・パスワ－ドを入力してログイン

メイン画面から行程管理票一覧を選択

第一種特定製品の廃棄者（管理者）は機器を廃棄する場合、行程管理票を起票します。取次者・充塡回収業者でも行程管理票を起票できますが、起票者に費用が

A票を起票します。

管理者

(代行）
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◆管理業務代行の流れ（イメ－ジ）

1．機器の廃棄時、行程管理票 A票の記入

A票の内容を順番に起票していきます

廃棄する機器をログブック一覧から選択します（複数選択可）

A票に廃棄する機器情報が反映されます

充塡回収業者の情報を入力します。初めての場合は、充填回収業者の事業者コード（R+9桁）を

充塡回収業者の回収作業終了後、承諾依頼がきますので、廃棄者（代行）としてログ
インし、担当者責任者の欄に記入をして承諾をします

廃棄者の行程管理票一覧の状態は充塡回
収業者へ依頼済/回収作業中と変化します

管理者
（代行）部署名と氏名、交付日を記入し、下部の「確認画面へ」を

クリックして確認画面へ進み、下部の「交付」ボタンをク
リックすれば承諾完了です。

8. 行程管理票起票②  【整備者・取次者】

聞いておきましょう

内容を確認後、回収依頼書を交付します。

110ポイント

充塡回収業者

E票交付後に該当の機器のログブックが自動閉鎖されます
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◆廃棄者が行う処理（イメ－ジ） 【充塡回収業者がRaMSを利用していない場合】

1．行程管理票の処理 ※廃棄時に充塡回収業者からもらう紙の行程管理票は３年間保存してください

15

紙の場合、廃棄者はA・E票を保存する

2．RaMSのログブック一覧から該当機器を手動閉鎖処理を行う

※紙で行程管理票を受け取った場合、紙は３年間保存し、

※充塡回収業者もRaMSを利用していれば、電子行程管理票でのやり取りになる為、書類の保存期間の心配はなくなり、ログブックの該当機器のデータも、自動で閉鎖処理を行われます。

閉鎖理由の記入例：
機器廃棄のため 充塡回収業者の情報を
入力して機器の閉鎖を行います。

RaMSのログブック一覧から該当機器の閉鎖処理を手動で行います。

8. 行程管理票起票③  【整備者・取次者】
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